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日
本
は
今
後
中
長
期
的
に
少
子
高
齢
化
が
よ

り
加
速
し
、
後
期
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
移
動

困
難
者
へ
の
対
策
が
社
会
的
課
題
と
な
る
。
な

か
で
も
地
方
部
は
、
若
年
労
働
力
の
域
外
流
出

が
続
き
、
経
済
活
力
が
低
下
す
る
中
で
、
公
共

交
通
機
関
も
維
持
が
困
難
に
な
り
、
移
動
困
難

者
の
問
題
は
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

現
代
文
化
研
究
所
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ

タ
ー
を
対
象
に
実
施
し
た
「
全
国
自
動
車
保
有

ユ
ー
ザ
ー
調
査
（
２
２
８
６
サ
ン
プ
ル
）」
に

よ
る
と
、
公
共
交
通
の
利
便
性
に
関
す
る
現
在

の
満
足
度
は
、
地
域
間
格
差
が
大
き
い
。
三
大

都
市
圏
は
45
％
以
上
の
人
が
満
足
（
や
や
満
足

含
む
）
し
て
い
る
の
に
対
し
、
人
口
10
万
人
未

満
の
都
市
や
町
村
・
郡
部
で
は
55
％
以
上
の
人

が
不
満
を
持
っ
て
い
る
。（
図
表
１
）

　

ま
た
今
後
10
年
後
の
公
共
交
通
の
利
便
性
変

化
の
予
想
で
は
、
全
体
で
は
「
便
利
に
な
る
」

の
13
％
に
対
し
「
不
便
に
な
る
（
非
常
に
＋
少

し
）」
は
25
％
と
２
倍
近
い
。
三
大
都
市
圏
中

心
部
は
「
便
利
に
な
る
」
が
27
％
に
対
し
、
人

口
10
万
人
未
満
都
市
や
町
村
・
郡
部
で
は
35
％

以
上
が
「
不
便
に
な
る
」
と
回
答
し
、
今
後
も

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
な
お
一
層
地
域
間

格
差
が
広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。（
図
表

１
）

１
．
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
格
差
は
拡
大
し
、

地
方
で
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
が
社
会
問
題
に

高齢化と公共交通の制約で
増加する見込みの地方部の
移動困難者への対策について

㈱現代文化研究所　取締役　白木節生

図表１

出所）現代文化研究所「全国自動車保有ユーザー調査」（2018年3月）、以下の図表２～８も同様
＊注） 図表中の「大都市部」は3大都市圏及び政令指定都市、「地方部」は人口10万人未満都市及び町村・郡部、「中都市」

はそれ以外を指す。
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２
．
海
外
で
浸
透
す
る
配
車
サ
ー
ビ
ス
よ
り
、

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
ニ
ー
ズ

　

今
後
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

の
利
便
性
が
低
下
す
る
場
合
、
移
動
に
困
る

人
々
を
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
す
べ
き
か
が
課
題
と
な

る
が
、
自
動
車
の
位
置
付
け
は
よ
り
重
要
に
な

る
と
思
わ
れ
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
消
費
者

の
意
識
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　

ユ
ー
ザ
ー
調
査
結
果
で
は
、
海
外
で
利
用
者

が
急
増
し
て
い
る
ウ
ー
バ
ー
な
ど
の
配
車
サ
ー

ビ
ス
と
、
タ
ク
シ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を

改
善
す
る
こ
と
を
比
較
す
る
と
、「
タ
ク
シ
ー

の
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
低
料
金
に
な
れ
ば
、
そ

の
方
が
良
い
」
と
思
う
人
が
51
％
を
占
め
、
海

外
型
の
配
車
サ
ー
ビ
ス
を
望
む
と
い
う
回
答
の

10
％
を
大
き
く
上
回
る
。
タ
ク
シ
ー
が
整
備
さ

れ
た
日
本
で
は
安
全
性
へ
の
信
頼
が
高
い
こ
と

が
背
景
と
思
わ
れ
る
。（
図
表
２
）

　

但
し
、
タ
ク
シ
ー
は
乗
客
の
視
点
か
ら
は
価

格
が
高
い
た
め
に
利
用
頻
度
が
限
ら
れ
る
点
が

ネ
ッ
ク
で
あ
り
、
調
査
で
は
３
～
５
割
の
価
格

低
下
を
望
む
声
が
多
く
、
料
金
引
き
下
げ
が
利

用
頻
度
を
高
め
る
条
件
と
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
Ｉ
Ｔ
技
術
を
生
か
し
て
需
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ

効
率
を
高
め
空
車
率
を
減
ら
し
（
渋
滞
、
環
境

負
荷
、
運
転
手
労
務
環
境
も
改
善
）、
需
要
の

増
減
に
応
じ
て
価
格
も
柔
軟
に
変
動
さ
せ
る
よ

う
な
合
理
的
な
仕
組
み
の
整
備
が
課
題
と
な
る
。

　

高
齢
で
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
人
へ
の

割
安
タ
ク
シ
ー
定
期
券
を
提
供
し
て
い
る
自
治

体
も
一
部
あ
る
（
北
九
州
市
な
ど
）
が
、
そ
う

し
た
対
策
は
、「
是
非
あ
っ
た
方
が
良
い
」
は

38
％
、「
ま
あ
あ
っ
た
方
が
良
い
」
を
併
せ
る

と
85
％
と
非
常
に
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
特
に
、
中

都
市
や
地
方
部
の
高
齢
者
は
、
９
割
以
上
の
人

が
望
ん
で
い
る
。
自
治
体
と
タ
ク
シ
ー
業
界
双

方
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．
自
動
運
転
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が

普
及
す
れ
ば
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
き

な
構
造
変
化
を
迫
ら
れ
る
が
、
実
現
性

に
は
限
定
条
件
が
強
く
な
る
見
込
み

　

自
動
運
転
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
実
現
し
た

場
合
の
自
家
用
車
の
利
用
へ
影
響
に
つ
い
て
は
、

「
自
家
用
車
の
利
用
は
や
め
る
」
は
23
％
と
、

全
体
の
１
／
４
で
保
有
減
少
に
影
響
す
る
可
能

性
。
ま
た
「
自
動
運
転
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
安

く
て
便
利
な
ら
、
自
家
用
車
の
利
用
回
数
は
減

ら
す
（
利
用
は
続
け
る
）」
は
46
％
で
、
自
家

用
車
の
整
備
需
要
や
買
い
替
え
サ
イ
ク
ル
に
影

響
す
る
可
能
性
。
両
者
を
併
せ
る
と
７
割
近
く

の
人
で
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。（
図
表

３
）

図表２．海外で人気のスマートフォンで呼び出し一般のドラ
イバーが有償で送迎してくれるサービス（ウーバーなど）と、
タクシーが同様な仕組みにサービスを改善することへの指向

（調査数＝2286）

図表３．自動運転バスやタクシー普及時の
　　　　自家用車の利用への意向

（調査数＝2286）
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一
方
で
、
自
動
運
転
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が

広
く
普
及
し
た
場
合
に
は
、
低
コ
ス
ト
で
の
移

動
が
可
能
と
な
り
、
移
動
需
要
が
活
性
化
す
る

プ
ラ
ス
要
素
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
ト
ー
タ

ル
と
し
て
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
き
な
構
造
変

化
を
迎
え
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

但
し
、
完
全
自
動
運
転
車
の
実
現
性
に
つ
い

て
は
、「
20
年
後
に
な
れ
ば
か
な
り
普
及
す
る
」

「
20
年
後
も
そ
ん
な
に
普
及
し
て
い
な
い
」
と

の
見
方
が
各
32
年
％
を
占
め
、
20
年
年
後
に
実

現
可
能
な
道
路
イ
ン
フ
ラ
条
件
で
も
「
高
速
道

路
」
や
「
走
行
車
両
が
少
な
い
過
疎
地
の
広
い

道
路
」
以
外
で
は
、
ま
だ
懐
疑
的
見
方
が
多
い
。

（
図
表
４
・
５
）

　

ま
た
自
動
運
転
車
は
低
速
度
限
定
に
な
る
可

能
性
が
高
く
、
そ
の
場
合
に
個
人
用
途
で
は
６

割
の
人
で
利
用
意
向
が
な
い
一
方
、「
自
動
運

転
車
イ
ス
」
の
よ
う
な
低
速
度
を
前
提
と
し
た

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
は
60
代
以
上
の
人
の
６
割
以

上
で
関
心
が
あ
り
、
か
つ
購
入
許
容
額
も
30
万

円
以
上
で
約
７
割
、
50
万
円
以
上
で
４
割
強
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
潜
在
性
が
高
い
と
い
う
調

査
結
果
と
な
っ
た
。

　

な
お
自
動
運
転
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
に
は
メ

リ
ッ
ト
を
期
待
す
る
声
が
多
い
一
方
で
、
地
方

部
で
は
「
無
人
の
乗
り
物
は
何
か
あ
っ
た
時
を

考
え
る
と
、
不
安
が
大
き
い
」
が
35
％
あ
り
、

70
代
以
上
の
人
や
女
性
で
懸
念
が
強
い
傾
向
。

都
市
部
で
も
「
利
用
者
が
増
え
れ
ば
、
道
路
混

雑
が
さ
ら
に
加
速
し
、
社
会
に
と
っ
て
は
か
え

っ
て
よ
く
な
い
」
と
見
る
人
が
24
％
で
、
大
都

市
部
ほ
ど
懸
念
も
み
ら
れ
る
。（
図
表
６
）

図表４．完全自動運転車の普及に関しての予想
（調査数＝2286）

図表５．20年後までの完全自動運転車の実現の可能性について

図表６．自動運転のバス・タクシーが走ることへの見方
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４
．
住
民
互
助
型
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
自

動
運
転
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
よ
り
評
価
が
高
く
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
拡
張
性
も
期
待

　

地
方
部
で
は
財
政
的
に
公
共
交
通
の
整
備
に

限
界
が
予
想
さ
れ
る
が
、
住
民
の
元
気
な
人
が

移
動
に
困
る
人
を
安
い
費
用
で
輸
送
す
る
住
民

同
士
の
配
車
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に

は
、
地
方
部
の
60
代
以
上
で
は
82
％
の
人
が
あ

れ
ば
よ
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
そ
の
サ
ー
ビ

ス
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
需
給
の
マ
ッ

チ
ン
グ
が
で
き
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
を
有
意

義
と
見
る
人
は
９
割
近
い
。

　

地
方
部
で
は
、
自
動
運
転
（
無
人
）
の
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
と
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
の
人

的
な
送
迎
の
仕
組
み
の
ど
ち
ら
が
現
実
性
や
有

効
性
が
高
い
と
思
う
か
に
つ
い
て
は
、「
助
け

合
い
の
人
的
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」
が
42
％
と
多
く
、

「
自
動
運
転
（
無
人
）
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
」

の
21
％
の
２
倍
の
反
応
率
と
な
っ
て
い
る
。（
図

表
７
）

　

ま
た
互
助
的
な
配
車
送
迎
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ

て
、
地
域
内
の
助
け
合
い
を
各
種
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
（
有
償
）
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
を
有

意
義
と
思
う
人
の
比
率
も
、
地
方
部
の
60
代
以

上
で
は
77
％
と
多
い
。

５
．
地
方
部
で
深
刻
化
す
る
移
動
困
難
者

対
策
は
様
々
な
メ
ニュ
ー
の
活
用
が
必
要
に

　

以
上
見
て
き
た
調
査
結
果
も
踏
ま
え
、
今
後

移
動
困
難
者
の
社
会
的
課
題
が
大
き
く
な
る
地

方
部
に
お
け
る
対
策
の
方
向
性
を
整
理
す
る
。

　

ま
ず
は
官
民
の
協
力
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド

方
式
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
基

本
と
し
て
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
、

貨
客
混
載
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
病
院
送
迎
な
ど

も
ミ
ッ
ク
ス
し
た
合
理
的
な
仕
組
み
の
整
備
が

進
む
だ
ろ
う
。

　

ま
た
公
助
の
余
力
が
少
な
い
、
又
は
タ
ク
シ

ー
も
少
な
い
な
ど
の
地
域
で
は
、
住
民
互
助
型

の
有
人
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
仕
組
み
の
機
能
を
高

め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
出
来
れ
ば
生
活
全
般
の
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の

拡
張
も
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

無
人
運
転
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
も
、
条
件
を

満
た
し
た
エ
リ
ア
限
定
、
か
つ
低
速
の
条
件
で

導
入
さ
れ
て
い
く
と
想
定
す
る
。

　

但
し
、
無
人
走
行
が
可
能
な
エ
リ
ア
は
低
人

口
密
度
の
地
域
に
限
ら
れ
、
全
国
の
保
有
市
場

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
か
ら
見
た
比
率
は
軽
微
に
と
ど

ま
る
だ
ろ
う
。
ま
た
自
動
運
転
の
導
入
に
は
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
免
許
制
度
条
件
の
検
討
な
ど
も

必
要
と
な
る
。

　

な
お
低
速
走
行
で
十
分
な
「
自
動
運
転
車
イ

ス
」
の
よ
う
な
潜
在
ニ
ー
ズ
が
高
い
新
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
開
発
も
、
是
非
望
ま
れ
る
。

　

ま
た
人
口
密
度
が
低
下
す
る
ほ
ど
、
住
民
の

生
活
を
支
え
る
複
合
的
機
能
を
備
え
た
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
型
拠
点
が
、
利
便
性
の
面
で
も
採
算
性

の
面
で
も
有
効
度
を
増
し
て
く
る
と
想
定
さ
れ

る
（
車
販
売
・
整
備
・
給
油
・
送
迎
・
物
流
サ

ー
ビ
ス
等
を
含
む
）。

　

な
お
同
一
県
内
に
過
疎
化
が
進
む
自
治
体
を

抱
え
る
所
は
非
常
に
多
く
、
こ
の
問
題
は
全
国

共
通
の
課
題
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

図表７．自動運転バス・タクシーと住民同士の助け合い送迎のど
ちらが現実性や有効性が高いか


